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w
a
ter

fa
ll

西
の
郷
遊
歩
道

雪割橋

屏風岩

天狗岩

キャンプ場

雪割橋入口看板

川は山の天候によって水量が急に増えることがあります。無理のない行動をお願いします！
遊歩道内は熊が出没する可能性があります。すず等をつけて歩くことをお勧めします。

熊
の
す
べ
り
台

一
休
の
滝

冒険の森

生産の森

四季の森

瀞
の
大
滝

お
ろ
ち
が
滝

夫
婦
滝

のすべり台
　滝の幅が広く、大きな熊が
滑って遊ぶ様子を想像できる
ことが名前の由来となってい
ます。
　遊歩道から階段で下に降り
ると見ることができます。

西郷村は、阿武隈川源流の豊富な水量から、大小さまざまな滝があります。
数時間かけてやっと見ることができる滝や、遊歩道から見ることもできる滝もあります。
これから迎える秋の行楽シーズンを前に、今回は村民の皆さまにも身近に感じることができる、
「西の郷遊歩道」の滝を紹介します。

　自然界で、空気中の微細水滴が分裂するとき、水滴

はプラスに帯電し、周囲の空気はマイナスに帯電する

空気イオン化現象によってマイナスイオンは発生しま

す。これをレナード効果と呼んでいます。

　マイナスイオンを浴びると、ストレス軽減効果やリ

ラックス効果があると言われています。

の大滝
　キャンプ場の入り口から
入っていくと、みのり隧

すい
道の

トンネル付近にて見ることが
できる滝です。
　滝の手前から涼しげな音が
聞こえてきて、遊歩道から展
望できます。

　水の流れが一休みす
る場所であることから
この名前がついたと言
われています。
　遊歩道から鉄の階段
を降りると見ることが
できます。

休の滝

婦滝

　２本の滝が並んで流
れていて、まるで夫婦
のように見えることが
名前の由来となってい
ます。
　遊歩道から展望でき
ます。

至
甲
子
温
泉

案
内
板

み
の
り
隧す
い

道

西郷瀞
とろ

胸
つ
き
峠

語らいの森

せせらぎの森

乙
女
が
滝

渓流の森

いこいの森
いこいの広場

安らぎの森

案
内
板

熊
の
碑

和
楽
渓つ

つ
じ
小
径

ど
う
だ
ん
小
径

や
し
お
台

遊 歩 道 × 滝

瀞

熊

一
夫

遊 　西郷村には「西の郷
遊歩道」と「新甲子遊
歩道」があります。
　どちらの遊歩道も四
季によって表情が異
なり、気分をリフレッ
シュするには最適で
す！

歩道
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思
い
出
い
っ
ぱ
い

　

夏
休
み

読み聞かせサミット 2012 in 西郷

　

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
日
間
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
地
元
の
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
十
団
体
が
参
加
し
「
読
み
聞
か

せ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
２
in
西
郷
」
が
開

催
さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
様
々
に
工
夫

し
た
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
に
、
初
日
に
は
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

創
案
者
の
古
宇
田
亮
順
先
生
に
よ
る
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
公
演
と
指
導
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
、パ
ネ
ル
に
絵
を
貼
っ

た
り
は
ず
し
た
り
と
、
動
き
の
あ
る
お

話
を
夢
中
に
な
っ
て
聞
い
て
い
ま
し

た
。
二
日
目
に
は
、
絵
本
画
家
の
夏
目

尚
吾
先
生
と
一
緒
に
、
先
生
の
絵
本
に

出
て
く
る
カ
レ
ー
作
り
を
行
っ
た
り
、

夏
目
先
生
と
絵
本
画
家
の
篠
崎
三
朗
先

生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、

絵
本
画
家
の
作
品
制
作
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
、
絵
本
の
世
界
を
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら
し
た

催
し
物
に
、
参
加
者
は
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

さわやか野球教室

　

七
月
二
十
二
日
、
村
民
野
球
場
で
読

売
巨
人
軍
Ｏ
Ｂ
の
定
岡
正
二
さ
ん
と
松

本
匤
史
さ
ん
を
指
導
者
に
「
さ
わ
や
か

野
球
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
白
河
市
と
西
郷
村
の
小
中

学
生
百
六
十
五
人
が
参
加
し
、
野
手
と

投
手
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
元
プ
ロ
野

球
選
手
に
よ
る
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

野
手
を
担
当
し
た
松
本
さ
ん
は
、
選

手
た
ち
に
、
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
大
切
さ
を
教
え
、

打
撃
練
習
で
は
、
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
取
り
方
や
打
撃

の
基
本
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

投
手
を
担
当
し
た
定
岡
さ
ん
は
、

ブ
ル
ペ
ン
で
投
手
一
人
一
人
、
投
球

フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
選
手
た
ち
と
一
打
席
ず

つ
勝
負
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

野
球
場
に
は
選
手
た
ち
の
保
護
者
の

他
に
も
、多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、

ス
タ
ン
ド
か
ら
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
一

流
の
技
術
に
ふ
れ
な
が
ら
、
楽
し
そ
う

に
指
導
を
受
け
る
選
手
た
ち
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。　

１

４

３

２

１

３

２

夏休みの

思い出

夏休みの

思い出

　
幼
稚
園
や
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
休
み
は
最
も
長
い
お
休
み
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
り
、
家
族
で
出
か
け
た
り
、
部
活
動
を
が
ん
ば
っ
た

り
と
長
い
休
み
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
村
で
も
、
休
み
中
に
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ど
の
行
事
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
休
み
の
思
い
出
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

４

      松本さんに打撃フォームを見てもらいます。
      フォームを細かくチェック！
      定岡さんと勝負！
      投球フォームを入念にチェック！

１
２
３
４

      パネルシアターに夢中！
      羽太小学校児童による読み聞かせ。
     読み聞かせに、いろいろな工夫がさ
　  れていました。
      夏目先生と篠崎先生のギャラリートーク。

１
２
３

４
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寺内タケシとブルージーンズ

　　スクールコンサート

　
八
月
四
日
、
西
郷
第
一
中
学
校
体
育

館
で
平
成
二
十
四
年
度
西
郷
村
文
化
活

動
推
進
事
業
「
寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー

ジ
ー
ン
ズ
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
、
約
六
百
人
の
聴
衆
が
集
ま

り
ま
し
た
。
真
夏
の
暑
さ
の
中
、
一
流

の
ギ
タ
ー
演
奏
を
生
で
聴
く
こ
と
が

で
き
る
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
中
学
生

の
他
に
一
般
の
方
も
多
く
集
ま
り
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
昔
流
行
し
た

な
つ
か
し
い
曲
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な

ど
の
名
曲
が
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
で
奏
で
ら

れ
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
演
奏
に
、
場
内

で
は
体
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
拍
手

を
し
た
り
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
る

人
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
の
合
間
に
は
寺
内
さ
ん
が
自
分

が
学
生
だ
っ
た
頃
の
話
や
、
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
の
演
奏
を
始
め
て
か
ら
経
験
し
た

様
々
な
こ
と
を
話
し
、
会
場
を
わ
か
せ

て
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
、

寺
内
さ
ん
は
会
場
の
人
々
に
向
か
っ
て
、

　「
長
い
間
ギ
タ
ー
を
や
っ
て
き
た
。
一

つ
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
ギ
タ
ー
は
弾
か

な
き
ゃ
音
が
で
な
い
と
い
う
こ
と
。
何
で

も
体
当
た
り
で
や
っ
て
、
す
ば
ら
し
い

人
生
を
送
る
ん
だ
」
と
語
り
か
け
、
大

き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

親子食育料理教室

　
七
月
二
十
八
日
、
西
郷
第
二
中
学
校

調
理
室
で
「
西
郷
村
食
育
推
進
事
業
」
親

子
食
育
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
、
十
二

組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
山
際
食
彩
工
房
代
表
の
山
際
博
美
先

生
を
講
師
に
、「
旬
の
食
材
を
た
っ
ぷ

り
使
っ
た
健
康
メ
ニ
ュ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
鶏
肉
の
ト
マ
ト
煮
込
み
、
サ
ラ
ダ
感

覚
の
冷
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
を
作
り
ま

し
た
。
　

　
最
初
に
、
先
生
か
ら
作
り
方
の
説
明

を
受
け
た
後
、
全
員
で
調
理
に
と
り
か

か
り
ま
し
た
。
真
剣
な
表
情
で
ニ
ン
ジ

ン
を
す
り
お
ろ
す
子
、
目
が
痛
く
な
る

ほ
ど
一
生
懸
命
長
ネ
ギ
を
き
ざ
む
子
、

そ
の
そ
ば
で
は
、
一
生
懸
命
調
理
す
る

子
ど
も
を
保
護
者
が
や
さ
し
い
目
で
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
が
二
度
目
の

参
加
だ
と
い
う
お
母
さ
ん
に
調
理
す
る

子
ど
も
の
様
子
を
伺
う
と
、「
昨
年
に
比

べ
て
野
菜
を
切
る
の
が
上
手
に
な
り
ま

し
た
。
家
で
も
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
調
理
が
終
わ
り
、
試
食
を
す
る
子
ど

も
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
お
い
し

い
ね
」
と
、
笑
顔
で
料
理
を
ほ
お
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

３

２

１

４

夏休みの

思い出　

夏休みの

思い出　

１

２

３

４

      先生の見事な包丁さばき
      一生懸命ニンジンをすりおろしています。
      ちょっとだけ、味見。「おいしい！」
      「お肉柔らかくておいしい！」

１
２
３
４

       大勢の聴衆が集まりました。
       野球部員が応援を披露。
     生徒代表が花束贈呈とお礼の言葉  
　 を述べるため舞台へ。寺内さんは    
　 やさしい 笑顔で応えてくれました。
     会場内の全員で「赤とんぼ」「ふる
　  さと」を合唱。

１
２
３

４
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高原の風をうけて

　北京オリンピック男子マラソン日本代表の佐
藤敦之さんが甲子高原を訪れ、合宿を行ってい
た高校駅伝部員に指導を行いました。初めに佐
藤さんは学生たちに、限界を作らずにチャレン
ジすること、苦しい中を頑張ることが大事だと
自らの経験を交えて語り、「きびたきの森トレ
ーニングコース」を学生たちと一緒に走りなが
ら実技指導も行いました。

　７月８日に栃木県で開催された日本ジュニアゴ
ルフ協会主催の「ザ・ジャパン　ジュニアプレー
ヤーズ　チャンピオンシップ」決勝大会で全国優
勝を果たした、熊倉小学校６年高久みなみさんが、
保護者と一緒に優勝報告のため来庁しました。高
久さんは、「全国優勝ができるとは思いませんで
した。とてもうれしいです。今後は、日本チャン
ピオンを目指してがんばります」と語りました。

　第 13 回川谷夏祭りが川谷小・中学校校庭で
開催されました。川谷小学校 1・2 年生による
おみこしの入場で始まった祭りの会場には、各
学年ごとの児童生徒等による出店もあり、訪れ
た人たちを楽しませていました。夕方からは、
「川谷盆唄」に合わせた盆踊りや、川谷保育園
の先生方によるダンス、川谷中学校生徒による
「よさこい演舞」が行われ、集まった人たちは
夏の暑さの中、楽しい時間を過ごしました。

　みずほ保育園でスイカ割り大会が行われまし
た。子どもたちは目隠しをして一人ずつ順番に、
スイカを目指してゆっくり進んでいきました。
周りではほかの園児たちが大きな声で応援しま
した。スイカ割りを楽しんだ後、園児に先生が
切り分けたスイカが配られました。園児は慎重
に大きなスイカを選びとり、「あまいね」「おい
しいね」と笑顔を見せながら食べていました。

おみこしワッショイ！
楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
！

　
　

夕
涼
み
会

　村立幼稚園、みずほ保育園、まきば保育園で夕涼み会が行
われました。子どもたちは先生方が工夫をこらしたゲーム
コーナーや夜店をまわったり、保護者と一緒にダンスを踊っ
たりして楽しい時間を過ごしました。

　羽太小学校では、２年前から６年生児童によ
る下級生への読み聞かせが行われています。こ
の読み聞かせを行うため、６年生は、担任の先
生と相談し読む本を決め、上手に読めるように
練習をしました。６年生たちが下級生に本を見
えるようにしながら感情をこめて読むお話を、
下級生たちは夢中になって聞いていました。

　全国大会優勝おめでとう

おもしろいお話だね！

８/ ２

８/ ４

７/17

７/10８/ ９

　　えい！！割れたかな？

▲みんなで踊ろう！（村立幼稚園）

▲おみこしワッショイ！！（まきば保育園）

▲オオカミとじゃんけんぽん！（みずほ保育園）

▲火の神様から火を分けてもらいます。（村立幼稚園）

▲クジ引き。なにが当たるのかな？（まきば保育園）

▲えい！何本倒れたかな？（みずほ保育園）

７/28

７/27

７/19
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村
民
を
火
災
か
ら
守
る
！

　
競
技
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
が
並
行
し
て
行
わ
れ
、

出
場
各
チ
ー
ム
は
指
揮
者
の
開
始
の

号
令
を
受
け
、
き
び
き
び
と
し
た
動

作
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
大
会
で
は
白
河
消
防
署
西
郷
分
署

員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
次
の
と
お
り
順
位
が
決

定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

優
　
勝
　
第
三
分
団
第
一
班
（
米
）

準
優
勝
　
第
一
分
団
第
三
班（
下
羽
太
）

第
三
位
　
第
七
分
団
第
一
班
（
原
中
）

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

優
　
勝
　
第
一
分
団
第
二
班（
上
羽
太
）

準
優
勝
　
第
五
分
団
第
五
班（
下
折
口
原
）

第
三
位
　
第
七
分
団
第
三
班
（
大
平
）

【
個
人
優
秀
賞
】

○
ポ
ン
プ
車
の
部

指
揮
者
　
真
船
　
栄
作
（
米
）

一
番
員
　
伊
藤
　
元
志
（
下
羽
太
）

二
番
員
　
鈴
木
　
進
一
（
上
熊
倉
）

三
番
員
　
栁
沼
　
友
和
（
米
）

四
番
員
　
菊
地
　
洋
平
（
米
）

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者
　
近
藤
　
啓
太
（
上
羽
太
）

一
番
員
　
戸
澤
　
大
介
（
大
平
）

二
番
員
　
仁
平
　
秋
人
（
谷
地
中
）

三
番
員
　
森
下
　
光
　  （
下
折
口
原
）

　
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
二
チ
ー
ム

は
、
七
月
二
十
九
日
に
白
河
市
で
開

催
さ
れ
た
福
島
県
消
防
操
法
白
河
支

部
大
会
に
村
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
消
防
団
員
の
訓
練
を

通
し
た
消
防
技
術
の
向
上
と
、
火
災

防
ぎ
ょ
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
選
手
入
場
後
、開
会
式
で
統
監（
佐

藤
村
長
）
は
、「
人
生
の
一
番
い
い

時
を
消
防
の
仕
事
に
献
身
で
き
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

の
崇
高
な
精
神
が
村
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
ま
す
」と
訓
示
を
述
べ
ら
れ
、

德
田
進
西
郷
消
防
団
長
は
「
競
技
は

基
本
に
忠
実
に
行
い
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
良
い

結
果
を
お
さ
め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
十
五
日
、
熊
倉
小
学
校
校
庭
で
第
三
十
二
回
西
郷
村
消
防
操
法
競
技
大
会
が
行

わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
の
部
五
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
九
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

▲第三分団第一班（米）

▲第五分団第五班（下折口原）

▲第一分団第二班（上羽太）

▲白河支部大会：第三分団第一班▲白河支部大会：第一分団第二班

山
下
の
天
王
さ
ま

第３回

　

七
月
二
十
八
日
の
土
曜
日
、
山
下
に
あ
る
小
田
倉
神

社
の
境
内
で
天
王
さ
ま
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
あ
る
天
王
さ
ま
の
石
祠
の
前
の
広
場
に
篠
竹

四
本
を
四
方
に
立
て
、
そ
の
中
央
に
御
神
輿
を
配
し
ま

す
。
石
祠
と
御
神
輿
に
は
そ
れ
ぞ
れ
キ
ュ
ウ
リ
を
供
え

ま
す
。
天
王
さ
ま
と
キ
ュ
ウ
リ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は

わ
れ
ま
す
。
以
前
は
御
神
輿
が
集
落
内
外
を
ま
わ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

天
王
さ
ま
の
お
祭
り
は
旧
暦
の
六
月
十
五
日
に
行
わ

れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
時
期
は
夏
季
伝
染
病
や
農
作

物
の
病
虫
害
が
起
こ
る
時
期
で
も
あ
り
、
除
疫
神
で
も

あ
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に
無
病
息
災
や
農
作
物
が
無

事
成
長
す
る
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
上
羽
太
・
熊
倉
・
上
新
田
・
下
新
田
に
天

王
さ
ま
を
祀
る
八
雲
神
社
が
あ
り
、
下
新
田
で
は
現
在

で
も
子
ど
も
に
よ
る
神
輿
が
集
落
内
を
練
り
歩
い
て
い

ま
す
（『
広
報
西
郷
』

№
四
八
九
参
照
）。

　

会
食
中
は
昔
語
り

に
花
が
咲
き
、
以
前

は
行
わ
れ
て
い
た
太

鼓
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
集
落
中
に
太
鼓

の
音
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

会食の風景太鼓の音色が集落に響く

や
キ
ュ
ウ
リ
が
牛
頭
天
王
と
同
一
視
さ
れ
る
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
の
好
物
だ
っ
た
と
い
う
説
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ

コ
ト
が
危
機
に
襲
わ
れ
た
時
に
キ
ュ
ウ
リ
畑
で
難
を
逃

れ
た
た
め
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
キ
ュ

ウ
リ
を
作
ら
な
い
」、「
祭
り
の
日
ま
で
キ
ュ
ウ
リ
を
食

べ
な
い
」
と
い
っ
た
家
例
を
守
る
家
も
あ
り
ま
す
。

　天王さま（石祠）の前に篠竹を四方
に立て、その中央に御神輿が置かれる

諸
説
あ
り
、
天
王
さ
ま
と

同
じ
く
牛ご
ず
て
ん
の
う

頭
天
王
を
祀
る

京
都
の
八
坂
神
社
の
神
紋

が
キ
ュ
ウ
リ
の
切
り
口
に

似
て
い
る
た
め
と
い
う
説

五瓜に唐花紋
（『国史大辞典』より）

　

キ
ュ
ウ
リ
を
供

え
、
提
灯
に
火
を
灯

し
た
後
、
小
田
倉
神

社
の
社
殿
の
中
で
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
が

キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
る

な
ど
し
て
会
食
が
行

９月の休館日

３日（月）・10日（月）
・18日（火）・24日（月）

よモーくん

レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

ひ
げ
の
な
い
ラ
イ
オ
ン
や
鼻
が
小
さ
い

ラ
イ
オ
ン
な
ど
い
ろ
ん
な
顔
の
ラ
イ
オ
ン

が
で
き
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夏
目
先
生
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
パ
ン
ダ
カ

レ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

９月 25 日（火）

10：30 ～

　　　　　11：00

９月の読み聞かせ会

新
着
図
書

一
般
書

　

鍵
の
な
い
夢
を
見
る（
直
木
賞
受
賞
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
村　

深
月

　

冥
土
め
ぐ
り
（
芥
川
賞
受
賞
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
島
田　

真
希

　

き
み
は
い
い
子　
　
　

中
脇　

初
枝

　

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
肖
像　
　

海
堂　

尊

　

夏
美
の
ホ
タ
ル　
　
　

森
沢　

明
夫

児
童
書

　

お
ば
け
め
ぐ
り　
　
　

瀬
川　

昌
男

　

メ
リ
ダ
と
お
そ
ろ
し
の
森

　
　
　
　

ア
イ
リ
ー
ン
・
ト
リ
ン
ブ
ル

　

は
な
の
さ
く
え
ほ
ん

　
　
　
　
　
　
　

い
し
か
わ　

こ
う
じ

作者の夏目先生も参加しました

　

読
み
聞
か
せ
サ
ミ
ッ

ト2012
in
西
郷
で
親

子
五
組
が
絵
本
の
作
者

夏
目
尚
吾
先
生
と
カ

▲第一分団第三班（下羽太）
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東
日
本
大
震
災
に
係
る
「
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
（
基
礎

支
援
金
・
加
算
支
援
金
）」
申
請

期
間
延
長
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
災
害
救
助
法
な
ど
に
該

当
す
る
被
害
が
発
生
し
た
市
町
村
の
被
災

者
に
対
し
、
基
礎
支
援
金
（
被
害
程
度
）

お
よ
び
加
算
支
援
金
（
住
宅
の
再
建
方

法
）
を
支
給
す
る
制
度
で
す
が
住
宅
の
被

害
認
定
（
変
更
）
や
解
体
、
建
設
・
購
入

の
た
め
の
契
約
な
ど
で
期
間
内
完
了
が

困
難
な
被
災
世
帯
が
多
数
あ
る
こ
と
か

ら
、
再
度
申
請
期
間
が
延
長
と
な
り
ま

し
た
。

●
申
請
期
間

　

①
基
礎
支
援
金　

　
　
平
成
26
年
４
月
10
日
ま
で（
１
年
間
延
長
）

　

②
加
算
支
援
金　

　
　
平
成
30
年
４
月
10
日
ま
で（
４
年
間
延
長
）

●
対
象
被
災
世
帯

　

①
居
住
住
宅
が
「
全
壊
・
大
規
模
半
壊
」

　
　

し
た
世
帯

　

②
居
住
住
宅
が
「
大
規
模
半
壊
・
半
壊
」

　
　

で
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

●
支
給
額

　

①
基
礎
支
援
金

　
　
被
害
程
度
に
応
じ
て
、
50
万
円
～
100
万
円

　
　
（

37.5
万
円
～
75
万
円
（
注
））

　

②
加
算
支
援
金

　
　
再
建
方
法
に
応
じ
て
、
50
万
円
～
200
万
円

　
　
（

37.5
万
円
～
150
万
円
（
注
））

　

※
再
建
方
法

　
　

⑴
建
設
・
購
入　

⑵
補
修

　
　

⑶
賃
借
（
公
営
住
宅
以
外
）

　

③
そ
の
他

　
　

⑴
単
身
世
帯
は
４
分
の
３
の
額（
注
）

　
　

⑵
被
害
程
度
、再
建
方
法
の
変
更
は
、

　
　
　

差
額
分
を
追
加
支
給

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］9月 2・9・16・23・30 日（8時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税および上下水道使用料
国 民 健 康 保 険 税 （ ３ 期 ）
介 護 保 険 料 （ ３ 期 ） 

後期高齢者医療保険料（２期）
上 下 水 道 使 用 料 （ ９ 月 分 ）

10 月 1 日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

●歯科医　９月休日当番日
２日 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945
９日 酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303

 16 日 た ま ち 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4889
 17 日 佐 久 間 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-3118
22 日 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184
23 日 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191
30 日 鈴木歯科医院（表郷）（白河市）☎ 32-2029

●小児科医　９月休日当番日
  ２日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

９日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
16 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
17 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
22 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
23 日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
30 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

●内科・外科医　９月休日当番日
 ２日 わ た な べ 内 科 医 院（白河市）☎ 22-1531
９日 穂 積 医 院（白河市）☎ 22-5101

16 日 渡 部 医 院（矢吹町）☎ 44-4111
 17 日 ら く ら く 医 院（白河市）☎ 54-5333
22 日 あ り が ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 21-1311
23 日 いがらし内科クリニック（白河市）☎ 21-9111
30 日 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 31-1570

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします）

　日曜・祝日のみ（９時～ 17 時）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　民）

                 　　　　　( 消防防災・地域安全）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

環 境 保 全 課 33-5011 議 会 事 務 局 25-2980
福   祉   課 （国　保 ）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946
西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116

商 工 観 光 課 25-2910 学 校 教 育 課 25-2370
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371
建   設   課 （管　理 ）
　 　 　                        （事 　 業 ）

25-1117
25-1118

代 表 25-1111

　
　

■
問
合
せ

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎
０
２
４
︱
９
２
７
︱
４
６
３
３

長
年
ご
使
用
の
扇
風
機
に
つ
い
て

　　
長
年
ご
使
用
の
扇
風
機
で
は
、モ
ー
タ
ー
、

コ
ー
ド
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
の
電
気
部
品

の
経
年
劣
化
に
よ
る
発
煙
・
発
火
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
確
認
い
た
だ
き
、
次
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
使
用
を
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。

　

①
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
フ
ァ
ン
が
回
ら
な
い
。

　

②
フ
ァ
ン
が
回
っ
て
も
異
常
に
回
転
が

　
　

遅
か
っ
た
り
不
規
則
。

　

③
回
転
す
る
と
き
に
異
常
な
音
が
す
る
。

　

④
モ
ー
タ
ー
部
分
が
異
常
に
熱
か
っ
た

　
　

り
、
コ
ゲ
く
さ
い
に
お
い
が
す
る
。

●
そ
の
他
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

　

①
ご
使
用
に
な
る
前
に
、
フ
ァ
ン
や

　
　

ガ
ー
ド
は
し
っ
か
り
取
り
つ
け
ら

　
　

れ
て
い
る
か
、 

ま
た
ガ
ー
ド
が
変
形

　
　

し
て
フ
ァ
ン
に
あ
た
っ
て
い
な
い
か

　
　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
電
源
コ
ー
ド
が
折
れ
曲
が
っ
た
り
、

　
　
破
損
し
て
い
な
い
か
、
時
々
チ
ェ
ッ
ク

　
　

 

し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
市
販
の
ネ
ッ
ト
を
使
う
場
合
は
、
た

　
　

る
み
が
で
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

　
　

取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

④
運
転
中
は
ガ
ー
ド
の
中
へ
手
や
物
な

　
　

ど
を
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

特
に
小
さ
な
お
子
さ
ま
に
は
ご
注
意

　
　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

一
般
社
団
法
人　

日
本
電
機
工
業
会

　

☎
０
３
︱
３
５
５
６
︱
５
８
８
７

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
相
談

　

法
務
局
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

か
ら
、
不
動
産
や
会
社
な
ど
の
登
記
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
す
る
電
話
と
し
て
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容

　

・
相
続
に
関
す
る
登
記
手
続
き

　

・
被
災
建
物
の
代
替
建
物
を
取
得
し
た

　
　

際
の
登
記

　

・
会
社
の
役
員
変
更
の
登
記
手
続
き

　

・
土
地
や
建
物
の
権
利
証
の
紛
失

　

・
会
社
の
印
鑑
や
印
鑑
カ
ー
ド
の
紛
失

　

・
そ
の
他

●
受
付
時
間

　

平
日　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

休
日　

9
時
～
16
時

●
そ
の
他

　

大
規
模
半
壊
・
半
壊
で
住
宅
を
解
体
し

　

た
場
合
は
、
留
意
願
い
ま
す
。

※
詳
細
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

　

新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成

22
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職

活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員

で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当

　

者
と
の
個
別
面
談
、
安
定
所
な
ど
各
機

　

関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な
ど

●
日
時　
９
月
28
日
㈮

　

・
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

12
時
～
12
時
50
分

　

・
合
同
就
職
面
接
会　

13
時
～
16
時

●
場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
（
郡
山
市
南
２
︱
52
）

●
そ
の
他

　

①
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
１
週

　
　

間
前
に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で

　
　

公
開
し
ま
す
。

　
　

　平成 24 年度に村が作成する「広報にしごう」への掲載

広告を募集します。

　掲載できる広告については、村の広報紙に掲載する広告

としてふさわしいものに限ります。

　詳細につきましては、お気軽にお問い合わせください。

●広告の掲載料（掲載１回につき）
　１段すべて（この枠の２倍の大きさ）　　１2,000 円

　１段の半分（この枠の大きさ）　　　　　　6,000 円

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

「広報にしごう」への掲載広告募集！
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　総務省統計局（福島県・西郷村）では、10 月

１日現在で就業構造基本調査を実施します。

　調査の対象は、全国の約 47 万世帯に住む

15 歳以上の方々を対象に、ふだん仕事をして

いるかどうかや就業に対する希望などについ

て調査します。

　西郷村では、およそ 90 世帯が対象になる

予定です。

・人々の就業・不就業に関する詳細な状況

・有業者や転職希望や追加就業希望の状況

・失業やそれに近い状態にある人々の実態

・就業異動（就職・転職・離職）の実態

・育児休業・介護休業の取得状況

　　　　　　　　　　　　　　…など

就業構造基本調査でわかること

り
政
府
の
委
託
な
ら
び
に
補
助
を
受
け
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
戦
没
者
遺
児
に
対
す
る
慰
藉
の

一
環
と
し
て
、
父
等
を
国
に
捧
げ
た
戦

没
者
の
遺
児
が
、
一
度
は
亡
き
父
等
の

眠
る
地
に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
の
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
々
と

の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
は
17
地

域
お
よ
び
３
地
域
（
特
定
地
域
）
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
遺
児
の

方
々
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
希
望
者
が
募
集
人
員
を

上
回
る
場
合
は
、
本
部
に
て
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に

願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
負
担

金
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
は
お
住
ま

い
の
各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務
局
ま
で
。

■
問
合
せ

　

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３
｜
３
２
６
１
｜
５
５
２
１　

●
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
︱
２
２
７
︱
７
４
６

■
問
合
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
１
９
８
３

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

登
記
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権
擁

護
お
よ
び
筆
界
特
定
な
ど
の
相
談
を
、
法

務
局
職
員
な
ど
が
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
23
日
㈰　

10
時
～
15
時

●
場
所　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

■
問
合
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
１
９
４
１

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

福
島
労
働
局
で
は
、
解
雇
、
労
働
条
件

募
集
・
採
用
な
ど
労
働
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
の
相
談
を
労
働

者
・
事
業
主
か
ら
お
受
け
し
、
紛
争
の
自

主
的
な
解
決
を
促
進
す
る
た
め
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
総
合
労
働
相
談

　

白
河
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
２
４
︱
１
３
９
１

●
セ
ク
ハ
ラ
、
育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
の
相
談

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
９

■
問
合
せ

　

福
島
県
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
０　

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　
土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
の
ほ
か
、
遺

産
相
続
や
少
額
の
貸
金
・
借
金
を
巡
る
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
法
律
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
土
地

の
境
界
や
測
量
・
分
筆
、
建
物
の
新
築
・

増
築
な
ど
の
登
記
の
相
談
も
あ
わ
せ
て
行

い
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
個
別
に
行
い
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
30
日
㈰　

10
時
～
15
時

　
（
時
間
予
約
も
可
能
）　

●
場
所

　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

　

福
島
県
司
法
書
士
会
白
河
支
部

　
（
益
子
事
務
所
）

　

☎
２
１
︱
２
８
８
２

公
証
週
間

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。
公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ
る
公

証
人
が
、
大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公
正
証

書
の
作
成
、
確
定
日
付
の
付
与
、
定
款
や

私
文
書
な
ど
の
認
証
な
ど
、
国
の
公
証
に

関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
制
度
で
す
。
公

正
証
書
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
裁
判

そ
の
他
の
面
で
、
高
い
証
拠
力
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
公
正
証
書
に
は
「
執
行

力
」
が
あ
り
、
金
銭
に
か
ら
む
契
約
で
相

手
が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支
払
い
を
し

な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で
相
手
の
財

産
に
対
し
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
。

　

遺
産
相
続
、任
意
後
見
契
約
、金
銭
貸
借
、

不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
、

養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、
先
々
に
も
め
ご

と
を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決
め

を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、
後
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

白
河
公
証
役
場

　

☎
２
３
︱
２
２
０
３

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　
　
　
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
平
成
３
年
度
よ

　
　

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

　
し
ま
す
。

▼
富
田　

桂
子
さ
ん

　

富
田　

嘉
朗
さ
ん　
　
　
【
東
京
都
】

　
（
７
月
９
日
、
震
災
後
の
子
ど
た
ち
の

　

 

心
の
癒
し
の
た
め
に
）　　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

絵
本
５
冊（
各
小
学
校
へ
１
冊
）

▼
㈱
林
養
魚
場

　

代
表
取
締
役　

林　

愼
平
氏

　
（
７
月
10
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

　
平
成
24
年
度
西
郷
村
文
化
活
動
推
進
事
業

　
寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
ス
ク
ー
ル

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
西
郷
村
建
設
業
組
合

　

組
合
長　

大
高　

紀
元
氏　
　
　
　
　

　
（
７
月
10
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

　
平
成
24
年
度
西
郷
村
文
化
活
動
推
進
事
業

　
寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
ス
ク
ー
ル

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
公
益
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化

　

セ
ン
タ
ー

　
（
７
月
30
日
、
教
育
振
興
の
た
め
に
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
三
〇
、〇
〇
〇
円

●
善
意 

 
 

 

現在、就業構造基本調査が行われています

統計調査へのご協力をお願いします

◎９月～ 12 月にかけて、労働力調査も実施しております。あわせてご協力をお願いします。

　8 月下旬から 9 月上旬にかけて、統計調査員が準備調査のため調査
区を巡回します。
　準備調査終了後、調査区の中から調査の対象となる世帯を抽出し、9 月
下旬から改めて調査員が調査の対象となるお宅に調査票をお配りします
のでご協力をお願いします。



人口と世帯数（8 月 1 日現在）人口 19,834 人（前月比 +168）男 9,951 人（+47）女 9,883 人（+121）世帯数 7,487 戸（+52）

2012 年 9 月
September行事
レカ ンダー

●今月の顔────
6 ～ 7 カ月児健康相談に来ていた（8/2）

　　　　　　　　　  無邪気な子どもたちです。

★県南地域の主な行事です  
・9/9　囲碁・将棋まつり（白河市立図書館 12:30）
・9/14 ～ 16 　白河提灯まつり
　　9/14　鹿島神社～御

お た び し ょ
旅所（桜町） 18:00 ～ 21:30

  　  9/15　九番町～御旅所（桜町）     17:00 ～ 21:30
　　9/16　向寺～鹿島神社　　　　   17:30 ～ 22:00

・9/15　第 11 回しらかわ郷
ふるさと

里マラソン
　　　    （白河市東風の台運動公園　8:45）

・9/23　第 17 回しらかわ駅伝競走大会
　　　   （白河市総合運動公園陸上競技場スタート　10:00）
　　　　　

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）
・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。

モバイル用ホームページはこちら（＾０＾）／↑

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3
スポーツ教室

（10:00 みずほ保育園）

4
敬老会

（10:00 村民体育館）
サッカー教室

（10:00 まきば保育園）
体操教室

（10:00 みずほ保育園）

5
小学生合同宿泊学習

（9:00 那須甲子青少
年自然の家～ 7 日）
第 6 回東白川・西白河
中学校駅伝競走大会

（女子 10:00、男子 11:30
スタート 台上周辺コース）

6
避難訓練

（10:30 みずほ保育園）
ふるさと講座

「西郷の石碑‐第二章
道標‐」

（18:30 文化センター）

7
韓国語教室

（18:30 文化センター）

8

9 10
交通教室

（8:00 小田倉小学校）
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活
支援センター）

11 12
４カ月児健康診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

13
英語で遊ぼう

（10:00 まきば保育園）

14
韓国語教室

（18:30 文化センター）

15
ふるさと講座　歩いて
文化財めぐり「折口原
地区の文化財を見る」

（8:00 文化センター集合）
村立西郷幼稚園

「運動会」
（9:00 村立西郷幼稚園）

16
まきば保育園

「運動会」
（9:00 村民体育館）

17敬老の日 18 19 20 21
韓国語教室

（18:30 文化センター）

22秋分の日
みずほ保育園

「運動会」
（9:00 村民体育館）

23
第 41 回
村民登山大会

（6:00 北塩原村西大巓）

24
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）
行政相談所

（13:30 文化センター）

25
12 ～ 13 カ月児健康
相談

（9:30 保健福祉セン
ター）
心配ごと特別相談会

（13:10 高齢者生活
支援センター）

26
赤ちゃんとママの
ふれあいひろば

（10:00 保健福祉センター）
歯科クリニック

（幼児 13:00･6 歳児 13:45
保健福祉センター）

27
村立西郷幼稚園

「遠足」
（8:30 アクアマリン

ふくしま）
誕生会

（10:15 みずほ保育園）

28
交通教室

（8:45 熊倉小学校）
韓国語教室

（18:30 文化センター）

29

30

※平成 24 年 7 月 9 日住民基本台帳法の改正により、今月から外国人の方も住基人口に含まれます。


